
























The Exploration of Psychological Mechanism Underlying“Ibasyo”
Feeling in Female Undergraduates（Ⅱ）:
Effects of over-adaptation immediately after college admission
湯 之 上 葵 諸 井 克 英＊
（Aoi YUNOUE） （Katsuhide MOROI）
Abstract : The present study explored the effects of over-adaptation immediately after college admission.
Female undergraduates reminisced about their own feelings and behaviors immediately after college admis-
sion. Over-Adaptation Scale（Ishizu & Ambo, 2008 ; Moroi et al., 2015）was revised to measure the
reminisced state immediatedly after college adimission. In addition to this scale，“Ibasyo”Feeling Scale
（Kishi & Moroi, 2011）and Self-Esteem Scale（Rosenberg, 1979）were administered to female under-
graduates（N＝286）. By the factor analysis（likelihood method with promax rotations），four factors for
Over-Adaptation Scale were extracted, though those factors were a little different from those found by the
previous studies. According to the covariance structure analysis, over-adaptation deteriorated positive feel-
ing for“Ibasyo”and self-esteem, and positive feeling for“Ibasyo”heightened self-esteem. The signifi-
cance of research in psychological mechanism underlying“Ibasyo”feeling was discussed.





















































































した（2年生 164名，3年生 106名，4年生 16名／キャ
ンパス別内訳／今出川キャンパス 138名：2年生 62名，
3年生 66名，4年生 10名／京田辺キャンパス 148名：2










































































































































表 1-a 大学 1年次初期における過剰適応傾向尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス回転〈k＝3〉）の結果－
回転後の因子負荷量－
当該因子負荷量 当該因子負荷量
〔Ⅰ．忍耐・自己抑制〕［α＝.89, r＝.50−.71］［m＝2.68, SD＝0.61］［z＝1.37, p＝.046］〔Ⅲ．同輩からの期待〕［α＝.83, r＝.56−.70］［m＝2.40, SD＝0.63］［z＝1.47, p＝.034］
over_a_8 大学に来ると，私は，自分が思っていることを口に出さ
ないようにした。





自 .84 over_b_1 大学にいるときには，私は，まわりの人たちが自分にし
て欲しいことは何かと考えた。
他 .76


















〔Ⅳ．権威者からの期待〕［α＝.71, r＝.48−.62］［m＝2.24 SD＝0.72］［z＝2.07, p＝.001］
over_b_9 大学にいるときには，私は，辛いことがあっても我慢した。 他 .53 over_c_2 私は，親からの期待に応えるために，大学での成績をあ
げるように努力した。
期 .82








期 .58〔Ⅱ．人からよく思われたい欲求〕［α＝.82, r＝.59−.64］［m＝2.99, SD＝0.60］［z＝2.10, p＝.001］
over_a_7 私は，大学で知り合った人たちから気に入られたいと思った。 人 .80
over_b_3 私は，大学で知り合った人たちから認めてもらいたいと思った。 人 .72 Ⅱ Ⅲ Ⅳ
over_b_7 大学にいるときには，私は，自分をよく見せたいと思った。 人 .63
［因子間相関］Ⅰ .50 .33 .35over_c_6 大学に来ると，私は，まわりの人たちの顔色や様子が気
になるほうだった。
人 .53
Ⅱ *** .48 .31














































〔Ⅰ．精神的安定感〕［α＝.95, r＝.53−.83］［m＝2.65, SD＝0.64］［z＝1.29, p＝.073］ 〔Ⅲ．被受容感〕［α＝.94, r＝.66−.81］［m＝3.00, SD＝0.62］［z＝2.00, p＝.001］
uni_c_3 大学にいると，私は安心できる。 精 .88 uni_a_8 大学には，私の悩みを聞いてくれる人がいる。 被 .78
uni_a_5 大学にいると，私はリラックスできる。 精 .81 uni_e_10 大学には，私のことを気にかけてくれる人がいる。 被 .76
uni_c_9 大学にいると，私は居心地がいい。 精 .81 uni_e_4 大学には，私と気持ちが通じ合う人がいる。 被 .72
uni_e_1 大学にいると，私はくつろげる。 精 .79 uni_d_8 大学には，私を受け入れてくれる人がいる。 被 .70
uni_c_7 大学では，ありのままの私を出せる。 精 .73 uni_a_2 大学には，私を本当に理解してくれる人がいる。 被 .61
uni_d_5 大学にいると，私はほっとできる。 精 .72 uni_b_10 大学には，私を大切にしてくれる人がいる。 被 .59
uni_c_1 大学では，ありのままの私でいられる。 精 .71 uni_b_5 大学には，私の存在を認めてくれる人がいる。 被 .59
uni_e_8 大学にいると，私は安定した気持ちになる。 精 .70 uni_b_6 大学には，私と同じ考え方や価値観をもっている人がいる。 被 .57
uni_e_7 大学にいると，私は生き生きとできる。 精 .53 uni_b_4 大学にいると，誰かと一緒にいることができる。 被 .47
uni_c_10 大学では，私は心から泣いたり笑ったりできる。 精 .46 〔Ⅳ．自己没入感〕［α＝.87, r＝.59−.68］［m＝2.66, SD＝0.60］［z＝1.18, p＝.123］
uni_e_2 大学にいると，私は自分を見失わないでいられる。 .45 uni_f_3 大学にいても，私には得るものがないような感じがする。* 没 −.81
uni_f_9 大学では，私は自由な感じがする。 .44 uni_b_2 大学では，私は何かに夢中になれる。 没 .74
〔Ⅱ．自己疎外感〕［α＝.92, r＝.17−.84］［m＝2.03, SD＝0.59］［z＝1.08, p＝.195］ uni_f_2 大学にいると，私はやりがいを感じる。 没 .70
uni_d_1 大学には，私の居場所がない感じがする。 疎 .75 uni_d_7 大学にいても，私は何もすることがない。 * 没 −.62
uni_f_1 大学にいると，私はまごつくことが多い。 疎 .64 uni_f_7 大学に，私は満足している。 .56
uni_f_5 大学では，私はまわりの人の輪になかなか入れない。 疎 .63 uni_f_4 大学では，私は自分の好きなことができる。 没 .49
uni_f_10 大学では，私はまわりの人から受け入れられていない気がする。 疎 .62 uni_e_9 大学にいても，私は何をしてよいか分からない。 * −.49
uni_c_2 大学にいると，私は落ち込みがちになる。 疎 .62 〔Ⅴ．自己有用感〕［α＝.86, r＝.62−.73］［m＝2.33, SD＝0.59］［z＝1.51, p＝.021］
uni_c_8 大学にいると，私はさびしくなる。 疎 .61 uni_a_9 大学に私がいないと，困る人がいる。 有 .73
uni_a_7 大学にいると，私は自分だけ孤立している感じがする。 疎 .61 uni_a_3 大学に私がいないと，さびしがる人がいる。 .69
uni_d_4 大学では，私の考えや悩みを誰にも分かってもらえない感じがする。 被 .55 uni_c_6 大学では，誰かに役立つことができる。 有 .67
uni_d_2 大学には，いたくないと思う。 .55 uni_f_6 大学では，私のことを必要とする人がいる。 有 .62




.43 Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
［因子間相関］Ⅰ −.56 .64 .57 .48
Ⅱ *** −.57 −.48 −.30
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得られた。「Ⅳ．自己没入感」では有意な学年の主効果
があり（F（1, 266）＝5.66, p＝.018），3年生（m＝2.77, SD＝
































































































































































キャンパスの効果に関する検討は，Barker & Gump らの
着想に由来するが，大学では履修や課外活動での自由裁
量はかなり大きく，キャンパス規模による差異が生じに















（2）データの統計的解析にあたって，IBM SPSS Statistics version
22.0.0.1 for Windows および Amos 22.0.0 for Windows を利用し
た。
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a-Ⅰ a-Ⅱ a-Ⅲ a-Ⅳ b-Ⅰ b-Ⅱ b-Ⅲ b-Ⅳ b-Ⅴ c
［大学 1年次初期における過剰適応傾向］
Ⅰ．忍耐・自己抑制 a-Ⅰ **** .57 a .42 a .34 a −.34 a .44 a −.30 a −.15 c −.17 b −.37 a
Ⅱ．同輩からよく思われたい欲求 a-Ⅱ **** .56 a .28 a −.01 .09 .02 .05 .04 −.19 a
Ⅲ．同輩からの期待 a-Ⅲ **** .43 a .08 .11 .10 .07 .19 a −.09
Ⅳ．権威者からの期待 a-Ⅳ **** −.01 .20 a .01 .02 .15 c −.12 c
［現時点での大学における居場所感覚］
Ⅰ．精神的安定感 b-Ⅰ **** −.70 a .76 a .64 a .56 a .37 a
Ⅱ．自己疎外感 b-Ⅱ **** −.70 a −.57 a −.43 a −.46 a
Ⅲ．被受容感 b-Ⅲ **** .51 a .67 a .33 a
Ⅳ．自己没入感 b-Ⅳ **** .43 a .39 a
Ⅴ．自己有用感 b-Ⅴ **** .39 a
現時点での自尊心 c ****
N＝286
a : p＜.001 ; b : p＜.01 : c : p＜.05
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